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＼､ ､.∫.~一､･･ ' 一.:.内獅 紬約 10cc.ぐらいのガラ不況に約 2Cふt.

･華敵 組 ノベン∵車 哨 化如 KjF準 ,軌 の野 綾 入れた･頑 中 れ中 空
'fi物質の掛取 昆虫体につけると摂虫作用があら ,･ゥAt,Iを集め;これを融 的 入れ転は って灸

や 巌 ことが軸 木 示 ･貯轡 あ壷 虫坤 や 画 壷緑 を摘 項 隼 牢･畢 鍬 ,7

除には苦際涙 も利用され,市鵬 も出ていると l邸の･3.るい･ゐ枇 入叩 ,.LBft粉と!細 くふ.ち

官う･車?馳 如 画 に?言 鵬 醸 轡 ､F･} 坤 ∴桓 け関 の閑や 垂 ガラネ毎 やr7r7地L.IIAJト11'_,一一_+_.ーJ.ナノi.llA,.丁､仏伊′hhJJ.∫､

畑 ､,･t/I:I∴喪 聖 と?̂･r ､､

､
/＼

.＼

'＼明瞭空 きktT･いTi&カ,',ノとれら′の物質の多く̀叶 FkL̂桓 ごこれ年- 中東卵 癖 ,庫 亮∴‥ ∫

/漂 笠警賢覧去琵 琶芸芸霊 芝諾 警芸諾 三. 時甲に轡 らの早の年率卿 撃か ′守 宮 ､

.七体軸 が鮎 を苧きし即 死た至る示 はな∴ J詣冨雷雲誌 慧望霊 芝等 ia.書芸慧!:.IT二
ヽ

､∴ 憲 ;; ; 'A{; ai al'1?,i.ibu,'ul: : bu:'Th?C:≡.I;C': ･･貰 毒蔓書芸買蔓買違 妄藁 葺享を ∴

の浪度に封しての如 鹿 町採草圭めた･坤 がろノ
て この三つの乾いた粉'中位のも0,,洩った粉は

それぞれ吸水能力が興ったと考えられ､る.これら ､
∴ 怒 諾 器 誓志筑 三言警 警芸呈温 .l

･虫作用の概ねであ,i･とJされてる?せ,一車種 吟味LI

二 .芸昌宏琵芸筈芸完 蒜 毒慧詔 去芸冨箪 こ

* ･･■㌔

∴ってさらして占き,･その水券合丑を異らしめた.

'it三.iI-I-;=I-:;.-:≡:I:-Ii.三 三三 三.i_::-::_I
＼

;p-

･ 虫に作用させた後,.l%'の虫を種勺な綿 脇座D,Pi
l に鮎て生麺 間がどんな影響を墾 る声､をしゃし

べ夷･,tちすも泰によって不活性物質の硬虫機体＼

I

を捜分でも明カ1,PLよ＼うとし尭･ 十＼､ ､

･J ,8
･ し､ - . l

不活性物質の粉末とLrtTf駿に使

柾藻土(昧中隊耶上郡琵),カオ･)ン,詣
たものは

陶土,級

性白土,･洪菜末,石膏,軟水睦酪 抑酸の8穂廟* Lー
･T- r-であった･.80｡C'の恒温鰭の中で飼ったアヅキソi

･ウムYのオ引ヒ後1日以内の個体を集め,これ左耳

r>)

凍駅 嬰丑郷 地 研 究室頬 筋1讐･､/

､搬露学)1.8･.9:49r_52(1947;コlヽ
t L

･古粉末で虎理tlた虫は張度を煎L80%た保やた容/メ

警芸呈芸還 冨孟警畠冨ご覧三者8%芸冨≡豊

漁慶で飽申され草野 由vi壷 馬墜 雫い,,虚垣LT
I.た亀を0-lox,26ナ35%,･:50-60%3,--70-80%;L

P..,:85-95%,二997-iook の泊鹿Pt保?た瓶の中にふ､

'vl滋･渦度細 節にはそれぞれ蜘 ヒカ車 i-ムL

等の過飽和海法をか て行つ牢,別に粉末で虎琴.

ヽ
1

A

J･
1

ノ

}

しない虫をも同じように柚々な開拓娘腔に保たれ ､一A1
た布告浮中に曜いてその生存日放を調べた1.どの質.

段や8,g･叉pi細 り かえし奉加 率?入.予b:-＼
をふせいだ.･ IL ~-･

もI～､

ソ ′ 丑l∴ ､ , ､

表毎 1,の醜 ,離 合遠 ,D兵東 海元軸 ノ

･雌 如 けゝた場合の結野 点最 t.'とする｢各駁 `iヽ
療時の生存虫教,'死亡虫教主から,死亡率を昇出

I

し,それの日の怒過把ともなう奨化をグラフにししl

て見ると大体S字型の曲線となるl･書とのS字型の r こ
＼時雨二死亡率曲線を正常曲線あ女鹿曲線であ畠と/
ヽ ･ i ･ ､ ･ ･ J
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･あっ作用でなければならないて,たとえば,虫の件

華に附潜した粉末を播き牢るために虫は絶冬す道

'潮 を雇 う.羊とが見ら叫るが膏 のために体力を約/

...T93Li 雲量翠 慧 耕 ;ヒi.GKCipbC;十 .

それをを閉ぢ卿 Fh:･早め搾.用を阻零す号と甲 わ
=れているー(RichardsonaGlove土,1936)･これら,'LAl_ヽh
I-tb喪呼率Lrt.･-琴叩 筆印 鞘 す車中 叩 木 ､

一一-なかカ'{･-ただことに声した計隆和 物質が虫の生 .､

存纏 に由 ､た影劉 準や ぎ糾 しYtと貰う車

I･芸芸芸轟 き詩 器 芸怒 三三霊芝 了
と声坤 れるの軒 とkL:攣 物質が放た影響紬 桓 L■

-'典えたこ･とは;不活性物質P,作用機構を仰秤する:ヽ

J

ノ?いtてQ.(A,a貫う里 _轡 如 再 .'{示活性助罪-

の如 甲 ゐ卵 楯 われ如 亨に虫画 ら簸 ､

葦 妻萱 妻重言慧 姦 選 言 ''

a,をとる.羊与か著しvT馬で頻 かろうかと思われ∴ ′･

る･即ち鹿水作用Iとよって生存日脚 軍 くなつtE･･
,_と考えられる･然し'長躍 (1947)dD拍功してい,.′

る●ように,喝?た粉末よ針も乾いたSlのが旅k.つ

が体牢つこく畳.も多く一前述の未知の作爪牢よっTC
乾塊しな且のの方かより生存期間が短細されると､ソ
とが考えられる.こう考えるよりも脱水作用によ/
るとする如 ミ容易い考え方のようyc思わkでも､.′I

･T 1- 1

- ･ Ⅳ′ ､

I-.第2の賢験q結果について述べ一.う･18卿 の

.､.一 ､-､ '′＼.

( 悪法 蒜 篭 霊 完 三言芸三三謁
/ /

冨孟宗 芸 クム′:I
r/

γや平均生存甲準と

･鹸Z)それぞれにつ〆て此の平均生存時間を'*め,ノ ー′
更にそれらの平均値を求めこれを 第.1表 吟声 L I
たこ √ ＼■ ､ ･./了 -l
′l削雫一三蒜 芸警 賢覧 芸 慧要吉窒琵 琶′し!

7｡=8訂 ｡二 ｡左､

･.どの物質,･ど?含水量の･も′.OP?いて見てもそ
の平均生存欄間は粉末をふ少かけなかった時Ot平

.由生存胡乱 畠･25土0･24.日より･･b短カt,碑 ･瀞末＼ト申葡いているか'鳴ってVl岳かに'ようて同一物質.i

/言孟志望諾 笠詔 違霊 霊諾 慧 ･;警 雷,･;,

＼

I rリン,酸性白土ではその柑達は著しくない.物質
Iウi

･･p遠州こよ,る効果の相違を見ろi･,それは粉末の･I./- I
L乾Vllてるか泊って号か?,一様でみい･.乾やた粉と

醸 ㌫巌 の場合叩 癖 の車 力':Bt'S麗 し ･∴や す.vli喜ラことがあ毎 直近しなも.?の方_I... _A_LE_._t]_,._.′ _1I_..__-.-..,"..こ._ヽ ･..
＼ガオ1)ンの琴巣が最もわる仏･ただ生存日数は絡

､い毎 払 bかけ車 の方h:'1日車 扱ど撃 ヰ I

bた･濁 った蛤を'L坤 けた場合は上の二つの乳IJ■ヽ

.､合と生如 故の順位も班少珪藻土が最も短(.i嚢｣
L索末準 も重くなってかよ ′しかも専占生存日数

二が●6鹿の粉末で金柑 bゝらF,/･よ̀く似通った値を

,示_している･これらの鴇った粉末飢 滝 れも水分 ･､一

票 警孟芝完芸認 霊 崇 T(I,t'S讐 昆芸賢 ,

<活性物質の殺串作用が脱水時よそと耳もならばい

られあ物質でも同様な生存日数を示す霜piわ と
I＼

;吉諾 墨 駆 議 を志 .監苦言孟慧 三豊£･
I I

}

/
l
lq

J是孟冨芸謡

,

B

k

莞冨慧是認冨悪霊三雲諾望

′
I～-～ll

とを恋味していや･
生存日数8･2相を相ない
し)

6日に縮めたのは晦水にはよらない示活性物質の

_

-
,=t-･
~

ー

∴

l
e.~L･

物墾 つ竹 それ緑 的 坤ゝ 琴を撃々な抑係 ､

轡 の離 T,VCおい車 均生存帽 al.Lは た臥 ･ ㌔
巣が夢 2表であ早･どの物質吟ついても'又どの -- I

汝鹿の場合についてJも '-粉末の虚理をしたものは ,.

I,トなかつだ場合に醸六て垂存日数は著しく庖 くな 一 ､

っている譲 の中の平均生存日放の後にig=いた政′_

字はそれぞれの平野誤差であるが'この他によっ ､,-
.?無班 の野合と粉末をつ醜 場衰あ生存日数
を統計的方法牢ようて比較して見ると'やは痔
の問だは明瞭恵葺を見tBL得る.だから,′こムに!､

･へll＼ l′ -
r,'て1 -

･､lT:_ ､ 敷 ′二･J-
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下においた均分の平均生存日放とその平均爪立 ~

∴示 活性働~穴 I帯 叫.T譲 議 ..J∴70こ孔:,-60-60...:1了25135:∴ここ･十 二0⊥10..-

桂!.ノ由 ..土 守.や≠0.甲.3i16士0.13r ､2.51士0.17 :2.16+itOj11ー ＼~.二i桓由._軒..

ー1.34土0.64L:

･.チ:カ.オ一g∴ l>..I.7i'虫4土0⊥20 ｣4.'83土0..17⊥I-6｢89土Oi16,;:･4.29士0.,1才:i..18io.lr4_,3.4.9±0.09.-.

∴艶､也 自1.,i.: 1.6.10土Ol.17 ∴5.33土0.如㌻‥､･4こ5年±0.40 ■6.65±0.12. 3.421i'0滋 一I .2.98j=0.10-'.

･'ヽr7..由 lこI右 ...I.野 3'.-72土0.29 ..1.19士恥ltL2.24士0.1芦 一.1;86≠9'09ー■ 2.05土0.09.LJ1.64±6.10∴

/ 軌 一 騎.12㌔.80士0.08Jr, 2.65士0.08..2ヽ.'81士0.09l･二3.57土0｣08 ∫I.3.40土0.09L.･璃 ioi-;r.:IiI;I// t'

l

f l .I
I I ･ . L J.

も 用いた8唾頬の不活性物質のいづれについても,

∴ 芸誓 誓 qJ 効果胴 段に聖 子こ脚 札 ･

ヽ

しかし盲の程度はまるまちであらて,･無水珪酸(,

o}:うに著しい影響を示すもめもあれば,･女ヵオ

ー､pyのように盲の/fE存服 が無慮部 )場合の年分

一にもならない事,もめ 転r･とあ影響の順位は盛現

役を庭束張度の如何や坪 していて,や とえ声嘩

i-･ 慧書芸孟孟芸雷芸霊芸莞芸だ芸('毒竺監禁 芸 .,

る.言いかえると,環境の重来の張度め劉 ヒに件,11Ei
5生存日数の襲混 血 方がふむかけら純な物資の

十 ･撞類によっ-{まちまちであ?て-足し･T" 事であ

ー や･･華づ第1に撞鮎 ,錬嘩 酸.;琴素東を如
.かけた場合で/第2衣及び第 1閲に見られるよう

I pt鴻磁 輝 準 件纏 存岬 の奨化の傾如 甥 常 }

'仁完警報 表芸KL諾 三宝芸芸蒜 富書芸警 冨71

第纏 と鞍と_精琴つ七いも 声軌 白色陶土･カ '

ー~- オT)ソ汝どに見られ冬もあである;漁度の変化に二

,一 腰じt-%れ琴 をな僧は未さすに,無虚理の場合 ､
占捻転相等しい僧を示す場合である.第8た硝酸

の場合は,明かに虚理後b生来編成とは無関係で

霊 蒜だ孟妄言霊 芝こ芸三言誓言孟芸警芸慧

∴ 短 くなウているような舶 さえ駒 れる･･

L'Ttのよ､うに虚理後の漁度の如何に臨係して不活
I､

･ 性物質が作用を3kBrJけ得や.と言うことは壷重な Jヽ..

事柄1と患われるので･以下にt-,nにら.vlて考を進

あ.･15'll珊由piLE劉 中 軸 細 警 誓 誓l ′

) J /

/府政穀物の啓虫虚除にあたって他の不活性物質と了

知 ような方法で青虫駆除剤に用いられた･右の /

I

恋味でこ蔓に他のもの_と共にならべたの軍あ入る･I＼ ′l

卓の作用は琴咽 でも明カ;なよ′うに,垂束の損度

と拝無関係であり,脱水作用とは重く腰 するとと

が出奔ない･第2に石膏やカオ.)/'ySカ?･ぶTDかけ

られた場合は,苧P,B靭 粉野 ふ相 棒 匹/,㌧rd
かった場合よをも著しく慰くなっておるが,張度

l

･の劉 ヒに伴う丁寧存日数の義毎 が緑 程著しくな ･

ノVl･丁匪粉末をふ わか抄な声ゝづた場合のそれと平 }

行的rt挺化している和 也 られる:第1園に示し′

た白色陶土の場合は一例であるが,無塵理の場合 ′
J ノ / 7 ､

:.〆 ､岳1品･･痘 ふりかけた後?垂気潟取こまって虫

?革帯日数はいろいろに襲わる 一 r

十 十 :響.R･.幣 煎 ,BJけな疫 輔 ＼

二三二/.:'謡 陶土 Flt''-噸 土
′＼

/ ･ 1

11
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ヽ

し..′時に示された生存膿 拝おそらく脱水作用によろ∫

～.て影響されrC.る拍 思われなりから,粉をかけな
A

かった時の生存日数9･1名目とそれの違いは1まつ

＼透 く晩永崩 以外の不活性物質¢作用によっ_{い′ヽ

戸と思わざ.るを得なtl･名東の淑度が低い時の生
存日放航 .この作用に更に紛末壷ふむかけなかつ､>( t

i_禁 裏 禁 諾 警 慧諾 誓 言警芸 語 ･

∫｣
上
′ー

∫

Ir ＼
､
ヽ

′ i.I- F ′ ケ‥_､･

,､ 冨妄芸孟孟票 差孟芝至言芝三速芸冒謁 芸誓言 .電 器 ･票≡志芸…芸崇 讐 芸…芸慧霊芝- ､

:∴芸監置 雪慧 買旨詣 謁 冨芸慧 買言 霊芸aL宗 霊 蒜 望言芸霊芝誓 言-S芸′､

,

～

′
′

蹄 他物質の殺虫作用はおそら.く虫体より?脱水が

車重程著しく㌍坤 }蕪 V?ないや 埠の未hfの作

甲呼 号一(町 て壇 こ車が準琴き明 ･刺 らに反して,珪藻土1,洪素末.'慮水珪酸の場合はVI,lT I ･∫
ささふ異 ?て いるト生存纏 噸 境細 俸減車/o′

腰化にられて著し(･星つ七いる:粉末ざ与､如 けゝ

パ 孟宗 芸等冨諾 音量芸墓欝 芸芝…05%7蒜 く

準如 轡 b轡 合と70二80% の嘩 中に帥

た場合とセその芸が著しい･)だからこれらの曲緑_ゝ
/JJ工■ゐぬきは揖境の地政の直接的p作用招けでは琴解

㌧

･
/･､
ト且

されなJ1,..iB庇の直接的甲作鹿だかならば飴の白.･∫i

色陶土な●どの場合と同笹 うに曲線あ慮 きがも.?-
と絞やかでもよい麺である魚虚遠a;鮎 に見られ I
a'い.羊のl急患尽きは喝琴の関係泊度の相違に畑

'T蕎 遠 望蓋碧 雲琵 蓋一

/､チ

･禁 票 霊 諾 警 ら誓 カさうばわ聖等 誓 ､l 一､
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